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古紙配合率100％再生紙・大豆油インクを 
使用しています 

2月定例会で審議した市長提出議案72件、議員提出議案13件の審議結果は、次のとおりです。
（○＝賛成、×＝反対）

自 民 党＝自由民主党京都市会議員団（23人） 共 産 党＝日本共産党京都市会議員団（19人）
民主・都＝民主・都みらい京都市会議員団（14人） 公 明 党＝公明党京都市会議員団（12人）

海上自衛隊イージス艦と漁船との衝突事故に関する意見書、「農地・水・環境保全向上対策事業」対象区域の拡大に係る意見書、福
祉・介護の人材確保と待遇改善を求める意見書、銃犯罪の撲滅を求める意見書、「バイオマス推進基本法」（仮称）の制定を求める意
見書、中小企業経営支援対策の一層強化を求める意見書、温室効果ガス排出量１０パーセント削減目標達成に関する決議、職員不祥
事を根絶する決議

件　　　　　　　　　　名 審議結果

会　派　名

職員定数条例、市立学校授業料等徴収条例 ○

市会委員会条例の一部改正、職員不祥事に関する調査特別委員会の設置、政務調査費の交付に関する条例の一部改正、報酬及び費用
弁償条例の一部改正

○ ○ ○ ○

辺地に係る総合整備計画（左京区花脊北部地域）の策定、町の区域の変更、包括外部監査契約の締結、工事請負契約の締結（花背小学校
及び花背中学校増築）、工事請負契約の変更（宇多野ユース・ホステル新築、納所排水機場（仮称）新設（排水機械整備））、指定管理者の
指定（石田駅自転車等駐車場）、市道路線の認定、市道路線の廃止、訴えの提起（裁判上の和解を含む。）、訴えの提起　2件

可　　決
[意見書・
決議
2･3面
参照］

自
民
党

共
産
党

民
主
・
都

公
明
党

○ ○ ○ ○

一般会計、特別会計（国民健康保険事業、地域水道、京北地域水道、土地区画整理事業、市街地再開発事業、基金、市公債）、公営企業会
計（水道事業、公共下水道事業）

○ ○ ○ ○

後期高齢者医療に関する条例

× ○ ○

○ × ○ ○

議 員 提 出
議 案

後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書 × ○ ○ ×

2 0 年 度
予 算 案

特別会計（母子寡婦福祉資金貸付事業、国民健康保険事業、老人保健、地域水道、京北地域水道、特定環境保全公共下水道、中央卸売市場
第一市場、中央卸売市場第二市場・と畜場、農業集落排水事業、土地区画整理事業、市街地再開発事業、土地取得、基金、市公債）、公営企業
会計（病院事業、水道事業、公共下水道事業、高速鉄道事業）

可　　決
［付帯決議
下欄参照］

○ ○ ○ ○

一般会計、特別会計（介護保険事業、後期高齢者医療、駐車場事業）、公営企業会計（自動車運送事業） ○ × ○ ○

条例制定案 可　　決

工事委託契約の締結（京都市道高速道路2号線（斜久世橋区間）新設）

可　　決

○ × ○ ○

1 9 年 度
補正予算案

可　　決
[付帯決議
２・３面
参照］

そ の 他 の
議 案

否　　決

副市長の選任、教育委員会委員の任命 同　　意 ○ × ○ ○

◆ 予 算 特 別 委 員 会 の 審 査 ◆

特別会計（介護保険事業）、公営企業会計（病院事業）

条例制定案
（条例整備等） 健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理 可　　決 ○ ○ ○ ○

条例改正案

職員の育児休業等に関する条例、報酬及び費用弁償条例、職員給与条例、特別職職員退職手当支給条例、職員退職手当支給条例、特
別会計条例、廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例、証明等手数料条例、教職員の給与等に関する条例、市立小学校条例、図書
館条例、介護保険条例の一部を改正する条例、国民健康保険条例、病院事業条例、社会福祉奨学基金条例、地区計画の区域内におけ
る建築物の制限に関する条例、緑化・公園管理基金条例、市長等の給与の額の特例に関する条例

可　　決
○ ○ ○ ○

2月定例会では、20年度予算などを審査するた
め、3月7日に二つの予算特別委員会に議案を付託
しました。
普通予算特別委員会には、20年度一般会計予

算など予算案15件とその関連議案16件を、また、
公営企業等予算特別委員会には、病院、水道、公共
下水道、自動車運送（バス）、高速鉄道（地下鉄）な
どの20年度予算案8件をそれぞれ付託し、各委員
会において、局別の質疑や市長・副市長に対する総
括質疑を行うなどの審査を行いました。3月25日
の本会議で各委員長から審査の経過と結果の報告
があり、報告の後、付託議案の議決を行い、すべて
原案のとおり可決しました。
なお、20年度予算などに付けた付帯決議（要旨）

は次のとおりです。
○＝付帯決議に対して賛成　
×＝付帯決議に対して反対

［一般会計］
1 国の「環境モデル都市」選定に向け、先進的な取
組を強力に推進するとともに、地球温暖化対策の取
組を条例に掲げる目標達成に向けて全力で努力す
ること。
2 子育て支援施策として、妊婦検診の公費助成の
拡充や3人目以降の保育料無料化などについて、次
の肉付け予算において、早期に実現すること。

1，2（全会一致）
3 16年度から進めてきた20年度に終了する3プランは
いずれもおおむね目標を達成できているが、21年度
までの「集中改革プラン」については、早期の目標達
成が求められている。
よって、理事者は、20年度に、市民協働の新たな仕
組みを盛り込んだ都市戦略を構築するとともに、次期
基本計画策定への礎を築くこと。

（自＝○、共＝×、民＝○、公＝○）

［国民健康保険事業特別会計］
20年度より、特定健康診査・特定保健指導が実施

される。実施計画に基づき着実な推進が求められる
ことから、検診率の向上に努めることによって、より多く
の市民が心身共に健康で、健康長寿につながるよう
努めること。 （全会一致）
［地域水道、京北地域水道、特定環境保全公共下水
道、水道事業、公共下水道事業各特別会計］
京の水ビジョン及び新中期経営プランのスタートに

当たり、着実な計画の遂行と共に、安全な水の提供、
災害対策に全力を尽くすこと。
とりわけ、施設整備に当たっては、最新の技術開発

の動向を注視してできる限りコストダウンに努めること。
（自＝○、共＝×、民＝○、公＝○）

［病院事業特別会計］
1 地域の拠点病院としての信頼度を向上させるた
め、地域の医療機関との連携を確かなものにするとと
もに、医師、看護師確保に全力を挙げるよう努力す
べきである。
2 京北病院にあっては、検討委員会において慎重に
検討し、住民の意向を尊重した京北病院を構築する
こと。 1，2（全会一致）
3 市立病院においては、整備基本計画の着実な遂
行を図るとともに、公立病院改革プランの策定に当た
っては、地方公営企業法の全部適用や地方独立行
政法人化など経営形態についても検討すること。

（自＝○、共＝×、民＝○、公＝○）
［水道事業特別会計、公共下水道事業特別会計］
未償還残高減額のため、繰上償還と高利から低利

への借換えを促進すること。
（自＝○、共＝○、民＝×、公＝×）

［水道事業特別会計］
低廉かつ良質でおいしい水を提供するとともに、鉛

管の一日も早い取替えを進めるべきである。
（全会一致）

［公共下水道事業特別会計］
下水道がいまだに接続されていない地域、家庭が

あるので、一日も早く接続し、全戸水洗化に向けて取
り組むべきである。 （全会一致）
［自動車運送事業特別会計、高速鉄道事業特別会計］
増収増客対策で交通局内にプロジェクトチームが設

置される。その検討結果については、次期5箇年計画
の中に具体的な増収増客目標として掲げるとともに、20
年度も経営改善に資するよう取り組むこと。
また、一般会計からの支援について市民の十分な

理解と合意が得られるよう、局の英知を結集して取り
組むこと。 （自＝○、共＝×、民＝○、公＝○）
［自動車運送事業特別会計］
１ 市バスは重要な都市基盤であり、環境政策の観
点からも、マイカーから公共交通への実質的な転換
を図るべきである。
さらに、全庁的な取組により乗客増に努めるべき
である。 （全会一致）
２ 経営効率の悪い管理受委託路線は、効率的な
運営に努めるべきである。

（自＝○、共＝×、民＝○、公＝○）
〔2・3面に続く〕
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5月定例会の会議日程（予定）

5月定例会は5月16日（金）から6月5日（木）までの予定
です。
また、各会派の代表質疑は5月22日（木）に本会議場
で行われる予定です。

ご連絡・お問い合わせは
市会事務局政務調査課

1222―3697

市会の役割やしくみ
をやさしく説明し、子
どもたちに市会を身近
に感じてもらうよう、
主に小学校４年生から
６年生の児童を対象に
「京都市会子どもホー
ムページ」を開設しま
した。
どうぞ、ご覧ください。

京都市会子どもホームページアドレス

http://www.city.kyoto.jp/shikai/child/

京都市会子どもホームページの開設

○市会ホームページでも、会議日程などを確認できます。

〔 〕
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